
の修学環境整備一単位互換制度、編入学、高大連携について一

㊤
事
例
紹
介
㊤

大
学
院
社
会
学
分
野
の
単
位
互
換
制
度高

田
昭
彦

（
成
践
大
学
文
学
部
教
授
）

は
じ
め
に

　
　
社
会
学
分
野
の
大
学
院
で
、
単
位
互
換
制
度
が
始
ま
っ
た
の
は
、

　
一
九
九
七
年
四
月
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
度
は
、
二
一
二
大
学
の
二
五

生
専
攻
が
参
加
し
て
い
る
（
表
董
参
照
）
。
単
位
互
換
の
事
務
局
と
な

孝
る
幹
事
校
は
、
正
・
副
の
二
校
か
ら
成
り
、
今
年
度
は
正
幹
事
校
が

集
成
踵
大
学
、
副
幹
事
校
が
東
洋
大
学
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
現
在
の

特
副
幹
事
校
は
茨
年
度
の
正
幹
事
校
に
な
る
・

二
発
足
の
経
緯

こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
単
位
互
換
を
必
要
と
し
た
の
は
、
一
つ
に

は
社
会
学
と
い
う
学
問
の
特
性
に
よ
る
。
社
会
学
は
、
法
学
、
政
治

学
、
経
済
学
な
ど
固
有
の
領
域
を
も
つ
学
問
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ

ら
の
領
域
を
横
断
し
な
が
ら
多
面
的
に
社
会
を
捉
え
る
学
問
で
あ

る
。
そ
し
て
学
問
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
そ
の
パ
ー
ス

ペ
ク
テ
ィ
ブ
と
方
法
論
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
法
社
会
学
、
政
治
社

会
学
、
経
済
社
会
学
の
よ
う
に
、
分
析
の
対
象
と
す
る
領
域
ご
と
に

社
会
学
は
成
立
す
る
。
社
会
の
進
展
に
よ
っ
て
問
題
と
さ
れ
る
領
域

が
拡
大
し
増
大
し
て
い
け
ば
、
産
業
社
会
学
、
科
学
社
会
学
、
福
祉

社
会
学
、
医
療
社
会
学
、
環
境
社
会
学
な
ど
が
新
た
に
生
ま
れ
て
く

る
。
要
す
る
に
社
会
学
は
、
研
究
対
象
と
す
る
領
域
の
拡
大
に
応
じ

て
、
様
々
に
専
門
分
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
社
会
学
の
研
究
者
を
養
成
す
る
大
学
院
の
研
究
科
に
は
、

社
会
学
を
専
門
と
す
る
研
究
者
は
四
な
い
し
五
人
、
多
く
て
も
一
〇

36

　
人
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
一
つ
の
大
学
院
が
多
様
に
分

　
化
し
た
社
会
学
の
諸
領
域
す
べ
て
を
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
こ
と
は
で

　
き
な
い
。
ま
た
特
定
領
域
の
優
れ
た
研
究
者
が
複
数
の
大
学
に
分
散

　
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
あ
る
特
定
の
領
域
で
博
士
論
文
を
書
こ
う

　
と
し
て
い
る
学
生
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
複
数
の
研
究
者
に
師
事
で
き

↑
れ
ば
最
高
琴
つ
・
号
し
た
大
学
院
側
の
相
心
い
と
学
生
側
の
想
い

い特集・学生の修学環境整備一単位互換制度、編入学、高大連携にっ

　　　　　表1単位互換制度加入大学一覧

を
同
時
に
実
現
す
べ
く
、
社
会
学
分
野
で
の
大
学
院
問
の
単
位
互
換

制
度
は
誕
生
し
た
。

で
は
発
足
の
経
緯
を
見
て
い
こ
う
。
社
会
学
分
野
で
の
単
位
互
換

を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
最
初
に
私
立
大
学
四
校
に
よ
る
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ル
な
意
見
交
換
会
が
も
た
れ
た
の
が
、
一
九
九
五
年
一
一
月
。

そ
れ
に
国
立
大
学
が
加
わ
っ
て
、
私
立
大
学
八
校
と
懇
談
会
が
も
た

茨城大学大学院人文科学研究科

大妻女子大学大学院人間関係学研究科

駒澤大学大学院人文科学研究科社会学専攻

埼玉大学大学院文化科学研究科

淑徳大学大学院総合福祉研究科社会学専攻

成践大学大学院文学研究科社会文化論専攻

専修大学大学院文学研究科社会学専攻

創価大学大学院文学研究科社会学専攻

千葉大学大学院文学研究科人文科学専攻（廃止まで存続）

千葉大学大学院人文社会科学研究科公共研究専攻・総合文化研

究専攻

中央大学大学院文学研究科社会学専攻・社会情報学専攻

都留文科大学大学院文学研究科社会学地域社会研究専攻

東京外国語大学大学院地域文化研究科

東京国際大学大学院社会学研究科応用社会学専攻

東洋大学大学院社会学研究科

東洋大学大学院福祉社会デザイン研究科福祉社会システム専攻

常磐大学大学院人間科学研究科

日本女子大学大学院人間社会研究科現代社会論専攻

法政大学大学院社会科学研究科社会学専攻

武蔵大学大学院人文科学研究科社会学専攻

明治学院大学大学院社会学研究科社会学専攻

明治大学大学院政治経済学研究科政治学専攻

立教大学大学院社会学研究科社会学専攻

立正大学大学院文学研究科社会学専攻

流通経済大学大学院社会学研究科社会学専攻

れ
た
の
が
、
一
九
九
六
年
三
月
。
さ

ら
な
る
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
私
立
大

学
一
三
校
と
国
立
大
学
四
校
に
拡
大

し
、
そ
れ
ら
の
大
学
の
参
加
に
よ
る

懇
談
会
で
、
「
大
学
院
社
会
学
分
野
の

単
位
互
換
制
度
に
関
す
る
運
営
協
議

会
準
備
会
」
を
発
足
さ
せ
た
の
が
、

同
年
四
月
。
準
備
会
事
務
局
は
法
政

大
学
社
会
学
部
舩
橋
研
究
室
に
置
か

れ
た
。
以
後
文
部
省
と
、
単
位
互
換

協
定
の
授
業
料
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
協
議
を
重
ね
、
一
九
九
七
年
一
月
、

「
大
学
院
社
会
学
分
野
の
単
位
互
換
制

度
に
関
す
る
運
営
協
議
会
」
の
設
立

総
会
を
開
き
、
協
定
書
及
び
関
連
文

書
の
最
終
確
認
を
行
っ
た
。
こ
こ
に
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一
大
学
院
社
会
学
分
野
の
単
位
互
換
制
度
は
発
足
し
た
。

て肌に
三
　
社
会
学
分
野
に
お
け
る
単
位
互
換
制
度
の
特
徴

携燵｛
目
祠
　
こ
の
社
会
学
分
野
に
お
け
る
単
位
互
換
制
度
の
特
徴
は
、
ま
ず
国

学入
公
私
立
二
一
二
校
の
大
学
院
が
参
加
す
る
包
括
協
定
で
あ
り
、
規
模
が

編度
大
き
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
学
問
分
野
と
し
て
は
社
会

灘
学
を
中
心
に
し
て
い
る
が
、
各
大
学
の
判
断
で
関
連
す
る
領
域
、
例

甑
え
ば
社
余
心
理
学
・
マ
ス
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
・
社
会
情
報

嘩
学
社
会
福
藷
文
化
人
類
学
な
ど
を
も
含
む
腰
い
も
の
に
な

備
つ
て
い
る
。

整境
　
　
第
三
は
、
参
加
大
学
間
の
交
流
が
完
全
な
「
平
等
互
恵
の
精
神
」

環学
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
資
格
面
に
お
い
て
、
国
公
立

修
大
学
と
私
立
大
学
の
間
に
差
は
な
い
。
ま
た
私
立
大
学
間
の
差
も
な

の生
い
。
つ
ま
り
単
位
互
換
制
度
に
関
す
る
協
定
書
に
署
名
し
て
い
る
大

学
●
学
院
の
学
生
は
、
協
定
書
に
署
名
し
て
い
る
ど
の
大
学
院
の
授
業
で

集
も
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
学
生
を
「
特
別
聴
講
学
生
」
と

特
呼
ぶ
・

　
　
ま
た
金
銭
面
に
お
い
て
も
、
大
学
間
に
差
は
な
い
。
「
特
別
聴
講

　
学
生
の
入
学
料
、
検
定
料
、
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
相
互
に
不
徴
収

　
と
す
る
」
（
協
定
書
第
四
条
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
さ
ら
に
単
位
面
に
お
い
て
も
、
大
学
問
に
差
は
な
い
。
就
学
の
結

果
取
得
し
た
単
位
は
、
特
別
聴
講
学
生
の
所
属
大
学
院
の
単
位
と
し

て
（
一
〇
単
位
を
上
限
と
し
て
）
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
る
。

　
こ
れ
は
こ
の
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
人
々
の
、
文
部
省
と
の
ま

た
各
大
学
と
の
粘
り
強
い
交
渉
の
賜
物
と
言
え
る
。

四
　
単
位
互
換
制
度
の
実
際

　
で
は
ど
う
す
れ
ば
特
別
聴
講
学
生
に
な
れ
る
の
か
。
そ
の
手
順
を

追
っ
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
他
大
学
院
の
「
開
講
科
目
一
覧
表
」
（
そ
の
年
度
の
正
幹
事

校
が
各
大
学
か
ら
開
講
科
目
の
情
報
を
受
け
取
り
、
集
計
し
た
も
の

を
各
大
学
に
再
発
信
す
る
）
を
見
て
、
学
生
各
自
が
聴
講
し
た
い
授

業
科
目
を
決
め
る
。

　
所
属
大
学
院
の
指
導
教
授
の
承
認
を
得
た
上
で
、
「
大
学
院
相
互

単
位
互
換
協
定
に
基
づ
く
特
別
聴
講
願
」
を
所
属
大
学
院
と
受
入
大

学
院
に
提
出
す
る
。

　
受
入
大
学
院
は
、
「
正
規
の
授
業
に
さ
し
つ
か
え
な
い
か
ぎ
り
、

特
別
聴
講
学
生
と
し
て
の
受
入
れ
を
許
可
す
る
」
（
協
定
書
第
二
条
）
。

そ
し
て
「
特
別
聴
講
学
生
が
、
受
け
入
れ
先
大
学
院
に
お
い
て
単
位

を
修
得
し
た
と
き
は
、
所
属
大
学
院
の
課
程
の
修
了
に
必
要
な
単
位

と
し
て
認
め
ら
れ
る
」
（
協
定
書
第
三
条
）
。

　
こ
れ
で
完
了
で
あ
る
。
但
し
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
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一
つ
は
、
担
当
教
員
が
拒
否
し
た
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
各
大

　
学
院
の
授
業
担
当
教
員
は
、
当
該
年
度
に
お
け
る
適
正
な
授
業
規
模

　
の
維
持
な
ど
の
合
理
的
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
他
大
学
院
か
ら
の
聴

　
講
希
望
者
を
断
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
細
則
第
四
条
）
。
も
う
一
つ
は
、

　
聴
講
を
希
望
し
た
授
業
が
開
講
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
で
あ
る
。
す
な

↑
わ
ち
「
本
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
開
韓
艮
裏
大
学
院

肌
学
生
の
受
講
希
望
が
な
い
場
合
は
、
他
大
学
院
学
生
か
ら
の
聴
講
希

に
携
望
が
あ
る
場
合
で
も
、
当
該
大
学
院
の
判
断
に
よ
っ
て
、
そ
の
年
度

連献
の
開
講
を
取
り
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
申
し
合
わ
せ
事
項
の
五
）
。

巣
　
　
前
者
の
よ
う
に
担
当
教
員
が
受
講
を
拒
否
し
た
場
合
は
ほ
と
ん
ど

入編
聞
か
な
い
が
、
後
者
の
よ
う
に
自
校
の
大
学
院
生
が
選
択
し
な
い
た

犠
め
開
講
さ
れ
な
い
と
い
う
場
合
は
、
比
較
的
少
人
数
の
大
学
院
で
は

換遡
起
」
り
得
る
壽
心
で
あ
発

鰹韓特
　
一
人
、
法
政
大
学
か
ら
明
治
大
学
へ
一
人
、
同
じ
く
明
治
学
院
大
学

備
五
　
単
位
互
換
制
度
の
運
営
上
の
問
題
と
そ
れ
ら
へ
の
対
応

　
　
で
は
実
際
に
単
位
互
換
制
度
は
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
で
い
る
の

　
か
。
ま
ず
利
用
人
数
を
見
て
み
よ
う
。
二
〇
〇
五
年
度
の
実
績
で
は
、

鰹
単
位
互
換
制
度
を
利
用
し
た
人
数
は
八
へ
利
用
し
た
科
目
数
は
一

讐
ハ
科
早
あ
っ
た
・
そ
の
内
訳
は
、
埼
玉
大
学
か
ら
東
京
外
語
大
学

築
へ
一
人
、
同
じ
く
武
蔵
大
学
へ
一
人
、
東
洋
大
学
か
ら
茨
城
大
学
へ

へ
一
人
、
立
教
大
学
か
ら
東
京
外
語
大
学
へ
一

人
、
同
じ
く
明
治
大
学
へ
一
人
、
明
治
大
学
か

ら
立
教
大
学
へ
一
人
の
計
八
人
で
あ
る
。
表
2

の
「
単
位
互
換
制
度
利
用
状
況
」
を
見
る
と
、

二
〇
〇
四
年
度
と
二
〇
〇
五
年
度
が
特
に
減
り

気
味
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
減
少
傾
向
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
ま
ず

大
学
院
生
に
こ
の
制
度
を
熟
知
さ
せ
、
そ
れ
か

ら
そ
れ
を
利
用
す
る
よ
う
に
プ
ッ
シ
ュ
す
る
必

要
が
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
な
取
組
と
し
て
は
、

前
者
で
は
、
大
学
院
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
修
論
発
表

会
で
周
知
さ
せ
る
と
と
も
に
、
関
係
学
会
の
ニ

ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
載
せ
る
。
後
者
で
は
、
教
員

間
の
個
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
大
学
院

生
に
積
極
的
に
他
の
教
員
の
授
業
を
受
講
す
る

こ
と
を
奨
励
す
る
。
こ
の
後
者
の
や
り
方
が
最

も
効
果
的
で
あ
る
こ
と
は
経
験
上
わ
か
っ
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
制
度
の
利
用
を
奨
励
す
る
こ

と
は
、
わ
れ
わ
れ
社
会
学
の
教
員
の
責
任
で
あ

ろ
う
。

　
次
に
、
単
位
互
換
制
度
へ
の
参
加
大
学
の
推

移
を
見
て
み
よ
う
。
一
九
九
七
年
に
一
七
大
学

表2　単位互換制度利用状況

年度 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

利用状況人数（人） 17 22 16 20 23 19 20 11 8

利用状況科目数（科目） 20 23 17 26 25 27 38 13 16
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一
に
よ
っ
て
出
発
し
て
以
来
、
一
九
九
八
年
に
は
立
正
大
学
、
都
留
文

π
科
大
学
、
創
価
大
学
が
、
一
九
九
九
年
に
は
淑
徳
大
学
、
明
治
学
院

つ
に
大
学
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
明
治
大
学
が
、
そ
し
て
二
〇
〇
五
年
に

燃
は
大
妻
子
大
学
が
新
規
加
盟
し
奎
友
筑
波
大
学
は
一
一
・
・

吉
祠
二
年
に
脱
退
し
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
は
二
一
二
大
学
と
な
っ
て
い
る

学入
（
表
1
参
照
）
。
参
加
大
学
の
数
は
徐
々
に
広
が
っ
て
き
て
い
る
と
言

編嵐
え
る
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
の
制
疫
を
支

灘
え
て
い
る
教
員
の
使
命
だ
ろ
う
。
特
に
ま
だ
参
加
し
て
い
な
い
大
手

遡
　
の
東
京
大
学
や
早
稲
田
大
学
な
ど
に
、
単
位
互
換
の
趣
旨
を
理
解
し

　
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
う
い
う
大
学
で
も
、
社
会
学
の

備
全
領
域
は
カ
バ
ー
し
て
い
な
い
し
ハ
教
員
数
も
限
ら
れ
て
い
る
の
だ

整境
か
ら
。

韓
第
三
箏
」
の
制
峯
妄
て
い
る
霧
局
体
制
寛
て
蛮
つ
。

修
現
在
は
、
公
私
立
大
学
二
校
が
二
年
任
期
で
正
・
副
の
幹
事
校
を
や

の生
り
、
国
立
大
学
一
校
が
五
年
任
期
で
、
新
規
加
盟
校
登
録
や
規
約
改

孝
正
時
の
文
部
科
学
省
と
の
折
衝
役
を
担
当
す
る
幹
事
校
を
し
て
い

集
る
。
正
幹
事
校
は
、
開
講
科
目
一
覧
表
を
つ
く
り
、
当
該
年
度
の
利

特
用
人
数
と
利
用
科
目
を
集
計
』
年
に
一
度
の
総
会
遙
営
す
る
他

　
新
規
加
盟
希
望
校
の
受
入
れ
業
務
や
改
正
す
べ
き
規
約
の
検
討
な
ど

　
を
行
う
。

　
　
し
か
し
国
立
大
学
が
独
立
行
政
法
人
と
な
っ
た
現
在
、
文
部
科
学

　
省
と
国
立
大
学
と
い
う
関
係
が
、
他
の
私
立
大
学
と
同
列
の
関
係
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
す
る
と
文
科
省
と
の
折
衝
を
特
に
国
立
大
学
が
行

う
必
要
は
な
く
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
将
来
大
学
間
協
定
に
つ
い
て
文

科
省
へ
の
報
告
す
ら
必
要
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
可
能
性
も
あ

る
。
従
っ
て
現
在
の
よ
う
に
公
私
立
大
学
と
国
立
大
学
で
任
期
と
役

割
を
分
け
る
必
要
は
な
く
、
協
定
の
改
正
が
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
て

く
る
。
お
そ
ら
く
国
立
大
学
も
含
め
て
一
律
任
期
二
年
、
正
・
副
幹

事
校
そ
れ
ぞ
れ
一
校
ず
つ
と
い
う
形
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ

を
実
行
す
る
の
は
現
正
幹
事
校
の
仕
事
で
あ
る
。

六
　
お
わ
り
に

　
以
上
細
々
と
述
べ
て
き
た
が
、
こ
の
単
位
互
換
制
度
は
、
社
会
学

分
野
の
研
究
者
を
目
指
す
大
学
院
生
に
と
っ
て
、
自
分
の
研
究
を
広

め
か
つ
深
め
る
に
あ
た
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
制
度
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
ま
た
当
該
の
大
学
院
に
と
っ
て
も
、
研
究
活

動
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
す
こ
と
に
な
る
（
し
か
も
費
用
を
か
け

な
い
で
）
の
で
望
ま
し
い
。
さ
ら
に
教
員
に
と
っ
て
も
、
研
究
熱
心

な
、
し
か
も
今
ま
で
の
ゼ
ミ
生
と
は
異
質
な
大
学
院
生
と
接
す
る
こ

と
は
大
き
な
刺
激
と
な
る
。
今
は
立
派
に
大
学
講
師
に
な
っ
て
い
る

か
つ
て
の
特
別
聴
講
学
生
を
見
る
と
、
こ
の
制
度
は
わ
れ
わ
れ
社
会

学
の
教
員
が
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
だ

と
心
か
ら
思
う
。

勾


